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　2025年が終わろうとしています。皆さんにとって、今年はどんな年でしたか？特別支援教室で

たくさんチャレンジして、1人1人が成長できましたね。また、来年も様々なことにチャレンジする1

年にしましょう。本年も巡回拠点おうじの教育活動にご協力いただき、ありがとうございます。来

年もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　今月号では、指先を使った動きが苦手なお子さんにおすすめの活動をご紹介いたします。 

　手先が不器用で、プリントの角をそろえて折ったり、文字をノートのマス目に収めて書いたりする

ことが苦手なことありませんか？手先の不器用さは、生活面でも学習面でもつまずきがありま

す。 

 

　＊手先の機能分化ができていない＊ 

　　背景要因として、手先を動かす微細運動を可能にする手指の機能分化ができていないことが　

　考えられます。動きや力の入れ具合の微調整が難しく、道具をうまく使うことが難しいのです。　

　また、ボディイメージが乏しいことは手もとに対する注意力の持続にも影響があります。 

 

　＊平衡感覚や触覚が原因になることも＊ 

　　プリントや折り紙をきれいに折ったり、字をマス目の中にきちんとおさめたりできないことの　

　理由には、平衡感覚のつまずきや眼球の動きがうまくコントロールできないことも考えられま　

　す。　 

　　のりや絵の具を使う作業が苦手なお子さんは、触覚が敏感である可能性も考えられます。ベタ

　ベタした感触や、手に絵の具がつくことに嫌悪感を覚えるために手をうまく使えません。 

 

　🍀言葉掛けのヒント🍀 

　　不器用なお子さんは、「うまくできない」という不安が緊張感を呼び、ますます焦って雑になっ　

　たり失敗をしたりすることがあります。作業の速さよりも丁寧さに注目して「じっくりやっている

　ね。」「丁寧にできたね。」などと言葉を掛け、１つ１つ丁寧に成し遂げる努力を認めましょう。 

 



　家庭でもできる指先の運動遊びをご紹介します。　 

 

 

　★ＬＡＱを使った指先の運動遊び★ 

　　好きな色のＬＡＱを６～７個用意します。 

　　片手だけを使って、1つずつ拾い集めたり、1つずつ落と 

　　したりします。1つずつ落とすのは少し難しいですが、最 

　　初は複数落としても大丈夫です。チャレンジしていくと、 

　　徐々に1つずつ落とせるようになります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『発達の気になる子の学校・家庭で楽しくできる　感覚統合あそび』　監修　川上　康則 

 


